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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 510 － 48 － 49 － 34 －

2021年12月期第１四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第１四半期 6.05 5.76

2021年12月期第１四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 2,474 1,883 76.1

2021年12月期 2,745 1,849 67.3

（参考）自己資本 2022年12月期第１四半期 1,883百万円 2021年12月期 1,849百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年12月期 －

2022年12月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,772 42.1 592 40.3 591 50.3 389 45.3 67.65

１．2022年12月期第１四半期の業績（2022年１月１日～2022年３月31日）

(注)当社は2021年12月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2021年12月期第１四半期の数値
及び2022年12月期第１四半期における対前年同四半期増減率を記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期１Ｑ 5,760,600株 2021年12月期 5,760,600株

②  期末自己株式数 2022年12月期１Ｑ 35株 2021年12月期 35株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期１Ｑ 5,760,565株 2021年12月期１Ｑ －株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料５ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（注）詳細は、添付資料５ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会

計方針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2021年12月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2021年12月期第１四

半期の期中平均株式数を記載しておりません。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が継続したことで、依然

として飲食業や旅行業を含むサービス業は厳しい業績の状況が続いています。一方で、感染拡大によって生まれた

新しい需要を取り込んだ業界は業績が急回復するなど、業界間で大きな差がみられる状況となっております。

人材採用領域においては、ワクチン接種後の経済回復の期待感や企業のDX推進に伴うデータ活用スキルを持つ人

材採用の活発化などにより緩やかに雇用の回復が進んでおります。また新型コロナウイルス感染症の影響で増えた

オンラインでの採用活動が、企業の採用プロセスとして定着したことにより、企業の採用DXへの需要は堅調に推移

しております。

このような環境の中、当社はワンキャリアクラウドシリーズの採用計画機能を無償で提供すること等で新規取引

先との接点を増やし、求人掲載サービスの販売に繋げました。また、当社の動画配信サービスは、昨年度よりも配

信枠数を増やし、企画を多様化することで企業の潜在ニーズを掘り起こし、積極的に契約を獲得いたしました。

当第１四半期累計期間において会員数は1,076,823人（前年同期比317,543人増）、法人取引累計社数（注）は

1,118社（前年同期比406社増）となりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は510,380千円、営業利益は48,883千円、経常利益は49,816

千円、四半期純利益は34,835千円となりました。

なお、当社はキャリアデータプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた

記載を行っておりません。

（注）法人取引累計社数について、前年まで契約社数で集計しておりましたが、取引実態をより明確に示すことを

目的として、当第１四半期累計期間よりサービス提供社数で集計しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期会計期間末における総資産は2,474,978千円となり、前事業年度末に比べ270,808千円減少しまし

た。

流動資産は2,080,281千円となり、前事業年度末に比べ282,798千円の減少となりました。これは主に売掛金

93,621千円の増加があった一方で、現金及び預金375,916千円の減少によるものであります。

固定資産は394,697千円となり、前事業年度末に比べ11,990千円の増加となりました。これは主にソフトウエア

開発に伴う無形固定資産12,303千円の増加によるものであります。

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債は590,986千円となり、前事業年度末に比べ305,643千円減少しました。

流動負債は430,035千円となり、前事業年度末に比べ235,590千円減少しました。これは主に未払法人税等

115,625千円の減少、買掛金26,628千円の減少、１年内返済予定の長期借入金20,000千円の減少によるものであり

ます。

固定負債は160,951千円となり、前事業年度末に比べ70,053千円減少しました。これは返済に伴う長期借入金

70,053千円の減少によるものであります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は1,883,992千円となり、前事業年度末に比べ34,835千円増加しま

した。これは四半期純利益の計上による利益剰余金34,835千円の増加によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年２月14日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年12月31日)

当第１四半期会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,233,829 1,857,913

売掛金 89,191 182,812

その他 40,059 39,555

流動資産合計 2,363,080 2,080,281

固定資産

有形固定資産 86,882 87,160

無形固定資産 146,151 158,455

投資その他の資産

敷金及び保証金 128,364 127,772

その他 21,309 21,309

投資その他の資産合計 149,673 149,081

固定資産合計 382,706 394,697

資産合計 2,745,787 2,474,978

負債の部

流動負債

買掛金 60,567 33,938

１年内返済予定の長期借入金 52,160 32,160

未払金 97,509 87,073

未払法人税等 130,607 14,981

前受金 210,580 －

契約負債 － 198,831

その他 114,200 63,049

流動負債合計 665,625 430,035

固定負債

長期借入金 231,004 160,951

固定負債合計 231,004 160,951

負債合計 896,629 590,986

純資産の部

株主資本

資本金 732,240 732,240

資本剰余金 731,240 731,240

利益剰余金 385,781 420,616

自己株式 △106 △106

株主資本合計 1,849,157 1,883,992

純資産合計 1,849,157 1,883,992

負債純資産合計 2,745,787 2,474,978

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 当第１四半期累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 510,380

売上原価 121,019

売上総利益 389,360

販売費及び一般管理費 340,476

営業利益 48,883

営業外収益

雑収入 1,153

営業外収益合計 1,153

営業外費用

支払利息 199

その他 20

営業外費用合計 219

経常利益 49,816

税引前四半期純利益 49,816

法人税等 14,981

四半期純利益 34,835

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高に与

える影響はありません。

当該会計基準等の適用が四半期財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。

また、サービスを移転する前に顧客から受け取った対価は、前事業年度の貸借対照表において、流動負債の「前

受金」としていましたが、当第１四半期会計期間より流動負債の「契約負債」に表示することといたしました。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準の適用が四半期財務諸

表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、キャリアデータプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

- 5 -

株式会社ワンキャリア（4377）2022年12月期　第１四半期決算短信　　


